に 人間 を つき出します。 それが 破綻で あるか、 或いは 

だんらん 

互いに 一層 深まり 落 付き 信じ 合った 愛の 団欒 か、 互い 

の 性格と 運と により ましよ が、 いずれにせよ、 行きつ 

くと ころまで 行き つ いて そこに 新たな 境地 を 開かせる 

本質が 恋愛に つきもの なのです。 

自然 は、 人間の 恋愛 を 唯 だ 男性と 女性との + 《プラ 

ス》 だけで は 終らせず、 精神に 於て、 男 を A、 女 を B 

とすれば A + AXB .. B + B X A 〔# 「A + AXB: 

B + BXA」 は 横書き〕 という 風な 関係に すると 思われ 

ます。 そして、 数学と 全然 違う ところ は、 これらの 関 



係が まるで 逆にな つて、 + 《プラス》 のと ころが — 

になり、 X 《タイム》 が .1- 《デバ ィ デッド》 となって 

も、 一 度 真面目に 恋愛した 人間の 心で は、 決して 元の 

空 阿彌の 単一な A なら A、 B なら B に は 還る ことが な 

いと 云う ことです。 きっと、 より 宏ぃ 人生への 理解、 

愛、 認識が 加えられ ています。 恋愛ば かり は、 真に 主 

観 的な 豊富 さから 見る と、 失っても 得ても、 ともに 尊 

い、 有難い ものと 云えます。 その 一段 深ま リ拡 つた 人 

間と 自然との 生存 を 味わせ ようとして、 神 は 人間に 複 

雑な 全心 的な 恋愛の 切な 情 を 与えた のかと 思われる こ 

とさえ ある 程です。 



ま ^9 

恋愛が 人間に とって、 先験的な 重大 さ を 持つ 点で は、 

男性 も 女性 も 同じと 思います。 その 人々 がー 生 をつ く 

して 仕上げた いと 思う 生存の 目標に 向つ て 進む 自己 を 

悦びに より、 苦しみに より 一層 豊饒に し、 賢く してく 

れる 恋愛、 それから 発足した 範囲の 広い 愛の 種々 相に 

対して、 私共 は 礼 讚せ ずに はいられません が、 無限な 

愛の 一 分野と 思われる 恋愛ば かリを (まして 今日 世俗 

で 意味す る だけの 内容で) 天地に 漲り、 それな くして 

は 生きる に 甲斐ない と 云う ものの ように 考える の は、 

不自然す ぎ ると 思います。 
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